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■
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事
業 

　
県
で
は
昨
年
９
月
に
激
甚
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
阿
仁
川
に
お
い
て
、
家

屋
浸
水
等
を
解
消
し
、
再
度
の
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
堤
防
が
無
い
箇
所

や
小
さ
い
箇
所
で
は
築
堤
を
行
い
、
川

幅
が
狭
い
箇
所
で
の
河
道
掘
削
を
行
う

な
ど
の
抜
本
的
対
策
を
19
年
度
よ
り
５

カ
年
で
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
１
月
よ

り
２
箇
所
で
工
事
着
手
し
て
お
り
、
４

月
か
ら
は
さ
ら
に
11
箇
所
で
工
事
着
手

す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
は
皆
さ

ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
河
川
砂
防
課 

　
　
　
　
　
　
�

62-

３
１
１
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■
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
移
転 

　
４
月
よ
り
、
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
左
記
に
移
転
し
、
県
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
と
併
設
さ
れ
ま
す
。 

移
転
先
住
所
　
秋
田
市
中
通
２
丁
目
１

番
51
号
明
徳
館
ビ
ル
１
階 

電
話
番
号 

�

０
１
８-

８
３
１-

３
９
４
６ 

問
合
せ
　
県
障
害
福
祉
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■
均
等
・
両
立
推
進
企
業
募
集 

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
女
性
の
能
力
発

揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
」

及
び
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立

支
援
の
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
他

の
模
範
と
な
る
取
組
を
推
進
し
て
い
る

企
業
を
募
集
し
、
表
彰
し
ま
す
。 

応
募
期
間
　
３
月
31
日（
月
） 

問
合
せ
　
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
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■
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験 

受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
等
 

一
次
試
験
　
６
月
15
日（
日
） 

申
込
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
14
日（
月
） 

申
込
用
紙
　
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
等
に
あ
り
ま
す 

問
合
せ
　
秋
田
労
働
局
総
務
課
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■「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」標
語
募
集 

テ
ー
マ
　
道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
民
共

有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん

な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広

く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用

し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

応
募
先
　
東
京
都
台
東
区
根
岸
２-

19-

25 

　
　
　
　
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー 

申
込
締
切
　
３
月
31
日（
月
） 

問
合
せ
　
国
土
交
通
省
交
通
管
理
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■
予
備
自
衛
官
補
募
集 

採
用
年
齢
　【
一
般
】
18
〜
34
歳
未
満
 

【
技
能
】
18
〜
55
歳
未
満
 

（
国
家
免
許
資
格
等
保
有
者
）
 

受
付
締
切
　
４
月
14
日（
月
） 

試
験
日
　
４
月
19
・
20
・
21
日
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す 

問
合
せ
　
自
衛
隊
大
館
出
張
所
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■
上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す 

　
２
０
０
９
年
１
月
か
ら
の
株
券
電
子

化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と

な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の

金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ

れ
ま
す
。
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ

り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施

前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。 

問
合
せ
　
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
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お
知
ら
せ 

国の教育ローン 

日　時　３月１５日（土） １３：００～１６：００　 

会　場　遊学舎（秋田市上北手：秋田赤十字病院隣接地） 

【講　演　１３：００～１４：３０】　　 

①内科医から　講師：飯塚 政弘氏（秋田大学第一内科） 

　「ＩＢＤ最近の話題と白血球の除去療法の治療効果について」 

②患者さんから　講師：こまちＩＢＤ患者会代表 

③栄養士から　講師：斎藤 恵子氏（社会保険中央総合病院栄養相談室） 

　「ＩＢＤの食事～食事療法を楽しく行うために」 

④外科医から　講師：福島 恒男氏（松島クリニック外科） 

　「ＩＢＤ患者さんのメンタルサポート、メンタルケア」 

【パネルディスカッション　１４：４５～１６：００】 

問合せ　県難病相談支援センター　�０１８－８６６－７７５４ 

秋田炎症性腸疾患市民公開講座 

◆ご利用いただける方 

　給与所得者は世帯の年間収入が９９０

万円以内の方／事業所得者は世帯の年

間収入が７７０万円以内の方 

◆融資の対象となる学校 

　大学、大学院、短期大学、高等学校、

高等専門学校、各種学校、予備校等 

◆融資額 

　学生・生徒一人につき２００万円以内 

◆返済期間　１０年以内 

（交通遺児、母子家庭の方は１１年以内） 

◆保証　(財)教育資金融資保証基金の

保証又は連帯保証人（１名以上） 

◆利率　年２.２％（２月14日現在） 

◆使いみち　学校納付金（入学金、授

業料等）／受験にかかった費用（受験料、

交通費、宿泊費）／住居にかかる費用（敷

金、礼金、家賃）／教材費、パソコン

購入費、学生の国民年金保険料等 

◆問合せ　国民生活金融公庫大館支店 

�０１８６－４２－３４０７ 

～クローン病、潰瘍性大腸炎のより良いＱＯＬを目指して～ 

市生活環境課よりお知らせ 
【ごみのカレンダー】 

 ４月からのごみ 

の収集カレンダー 

を広報３月16日 

号といっしょに 

配布いたします。１９年度と同様に

表（４月～９月）と裏（10月～３月）が

ありますのでご確認願います。 

【ごみの出し方】 

 自分の住んでいる地域でない集積所

にごみを出す方がおります。ごみの

袋に名前も書かないで出すため、ご

みの当番の方がその始末に大変難儀

をしております。絶対にやめてくだ

さい。また、事業所からのごみにつ

いても集積所には出さないで下さい。 

【ペットの放し飼い】 

　愛犬などの 

放し飼いによ 

り通行人が噛 

まれたり、他人 

の家の前でふ 

んをするケースが起きています。相

手の身になって適切な飼育をこころ

がけましょう。 

【阿仁斎場の廃止】 

　阿仁斎場の老朽化により、同施設を

３月31日で廃止することになりました。

４月からは「清幸苑」（米内沢長下）を

利用していただくことになります。ご

不便をおかけしますが、何卒ご理解い

ただきますようお願いいたします。 

問合せ  市生活環境課 �６２－１１１０ 

　　　  又は各支所市民福祉課 

交通災害共済  
不慮の災害共済  
加入受付中  

交通災害共済掛金 

不慮の災害共済掛金 
年間６００円 

年間４００円 

北秋田市に住民登録されている方、外 

国人登録されている方ならどなたでも 

加入できます。 

　平成２０年４月に小学校へ入学する

児童は交通災害共済掛金が無料です。

家族そろってのセット加入がおすす

めです。加入申込書は２月に全戸配

布しているほか、下記の場所にも設

置しています。 

申込先　市生活環境課 

　　　　各支所市民福祉課 

　　　　秋田銀行、北都銀行各支店 

問合せ　市生活環境課�６２－１１１０ 

春の全国火災予防運動

３月１日〜７日

「火は見てる あなたが離れる その時を」 
全国統一防火標語 

【いのちを守る３つの習慣】 

●寝たばこは絶対やめる 

●ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する 

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 

ゴミの分別・リサイクルにご協力を 

　古紙類はリサイクルの資源となっているだけでなく、

売却により市の貴重な財源にもなっています。「新聞紙」

「雑誌・本（薄い紙箱）」「ダンボール」の３種類に分別

し、指定日に出してください。 

古 紙 は 次 の

『 ３ 種 類 』 に

分けて下さい！

新聞紙・チラシ
雑誌・本�

（薄い紙箱）
ダンボール

※必ず紙ひもでしばってください 

●雨雪により濡れそうな場合は、紙ひもで縛ってから、指定ご

み袋に入れて出してください。

●新聞等の販売元から新聞紙等排出用の紙袋が渡されている場

合は、その紙袋に古紙類を入れて、必要に応じ、紙ひもで結

んで出してください。

■問合せ先　市生活環境課　　�６２-１１１０ 


